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３要旨

 直播栽培導入による水収支を明らかにし、地域条件に見合った用水管理技術を開発するため、試
験場内では用水ピークを分散するための作期試験を実施した。また、乾田および湛水直播栽培の現
地ほ場では用水量調査を行い、用水ピークの分散が可能であることを明らかにした。

（１）  用水量は、乾田直播栽培が原町市高地区の実証ほ（１ha）に、湛水直播栽培が塩川町柴城地区の
実証ほ（１ha）に設置した流量計および雨量計により算出した。用水量は、両地区とも灌漑期間はや
や長かったものの、計画用水量を下回っていた。

（２）  用水量がピークとなる時期は、乾田直播栽培の入水時、湛水直播栽培の代かき時と除草剤散布
時、共通しては冷害危険期の深水管理時および出穂期前後等であった。慣行播種期と比較して10
日程度早い播種期を設けることにより、入水時期や代かきおよび除草剤散布時期を5～13日程度、
幼穂形成始期や出穂期を１～７日程度早めることができた。

（３）  以上のことから、作期を組み合わせることにより用水ピークの分散が可能と考えられる。湛水直播
栽培では、慣行区における播種後の落水期間中に早期播種区の入水作業を行い、春先の用水ピー
クの分散が可能である。また、早期播種による幼穂形成期や出穂期の促進程度はやや小さいが、
移植栽培と比べて各ステージが一週間程度遅れることから、用水ピークの分散がはかられると考え
られる。
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